
記者発表資料 平成２８年２月１８日

新 庄 河 川 事 務 所

第２０回「安全施工技術」研究発表会を開催
～労働災害の未然防止と施工技術に係る創意工夫等を相互に研鑚～

さ ん

新庄河川事務所では、労働災害を未然に防止する目的で、現場技術者に

よる「安全施工技術」研究発表会を開催します。

「安全施工技術」研究発表会は、現場技術者がそれぞれの現場において、安全

対策や施工技術に係る創意工夫等に取り組んでいる事例について情報交換し、議

論を通じて相互に研鑚することで、現場技術者の施工技術の向上と労働災害の未
さん

然防止に役立てるものです。今年で２０回目の開催となります。

今年度、新庄河川事務所発注の工事、調査・測量・補償コンサルタント業務を

受注した会社から応募あった３１編の中から特に優れていると認められた１１編

について発表いたします。

また、当日は午後から山形新庄神室産業高校の環境デザイン科で土木を専攻す

る学生が授業の一環で聴講されます。

■開催概要

日 時 ： 平成２８年２月２５日（木）１０：３０～１６：４５

場 所 ： 新庄市民プラザ 大ホール 新庄市大手町1-60 TEL 0233-22-4200

次 第 ： 別紙のとおり

その他 ： 発表論文及び応募論文については、新庄河川事務所ホームページ

（http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/index.html）に掲載されて

います。

※一般の方も聴講することができます。（入場無料）

※会場内は駐車場の台数が限られておりますので、ご来場いただく際

は出来るだけ公共交通機関等のご利用をお願いいたします。

[発表記者会：県政記者クラブ、酒田市役所記者室記者クラブ、新庄新聞放送記者会]

〈問い合わせ先〉

国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所

電話 ０２３３－２２－０２６７（直通）

事業対策官 天野 厚毅 (内線２０８)
あま の こう き

建設専門官 佐々木 務 （内線２７１）
さ さ き つ と む



昨年度の現場技術者による「安全施工技術」研究発表会

現場技術者による発表

優秀論文の表彰

表彰式

参 考



第２０回　現場技術者による「安全施工技術」研究発表会

日時 ： 平成２８年２月２５日（木）
　　　　　１０：３０～１６：４５
場所 ： 新庄市民プラザ　大ホール

開　　　催　　　次　　　第  

■ 受　　 付　 9:30

■ 開　　 会　10:30

■ あいさつ　　　　新庄河川事務所事故防止対策委員会　　 委 員 長

              新庄河川事務所安全対策協議会　　 会　 　長

■ 審査員紹介・発表上の留意点

■ 発　　表（発表順）　10:50～

No 論　　　題 発　　表　　者 

1 神室工業（株） 現場代理人 中嶋 祐一

2 （株）柿﨑工務所 現場代理人 藤原 泰典

3 （株）庄内測量設計舎 主任技術者 飯塚 誠

4 沼田建設（株） 現場代理人 山崎 佳祐

昼　　食　12:10～13:10

5 渋谷建設（株） 現場代理人 峯田 陽介

6 岩田地崎建設（株） 現場代理人 小林 等

7 （株）新庄砕石工業所 現場代理人 矢口 昌志

8 （株）柿﨑工務所 現場代理人 今田 康志

9
（株）双葉建設コンサル
タント

主任技術者 八鍬 清一

休　　憩　14:50～15:00

10 渋谷建設（株） 現場代理人 長沢 佳一

11 （株）丸高 現場代理人 阿部 智

■ 情報提供　15:40～

技術系高校生の進路に関する最近の状況について　 新庄神室産業高等学校

工事事故の発生状況について　 新庄河川事務所

■ 表 彰 式 　16:15～

■ 講　 　評        新庄労働基準監督署長  

■ 閉　 　会 　16:45

※発表論文及び応募論文については、新庄河川事務所ホームページに掲載します。
（http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/index.html　2月18日掲載予定）

　 会場で聴講される方は、ホームページから論文を印刷し、持参願います。

田麦俣地すべり対策の安全管理について

地域とのコミュニケーションと安全管理

肘折地区法面対策工事の安全管理における
工夫について

角川・銅山川流域砂防施設等状況把握業務
について

土石流監視及び施工環境の改善

災害訓練での成長の軌跡

爆薬装填システムとトンネル機械コンパクト化

蔵岡地区仮締切設置工事の安全対策につい
て

砂防施設等状況把握における伐採作業の安
全対策について

現場の安全対策について

急峻で狭窄な林道通行に関する安全対策に
ついて
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